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表紙にt1-せて:
第 4固定例会

長浜町合併50周年記念式典

並びに長浜町閉町式典

Pl0 長浜町50年のあゆみ

長浜町合併50周年記念式典

並びに長浜町関町式典

( 8・9・10ページに関連記事)
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長
浜
町
と
し
て
最
後
の
定
例
議
会
と
な
る
平
成
十
六
年

長
浜
町
議
会
第
四
固
定
例
会
が
、
十
二
月
十
五
日
か
ら
十

七
日
ま
で
の
三
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
四
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
に
続
き
、
長
浜
町
立
保
育
所
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
平
成
十
六
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第

五
号
)
、
大
洲
喜
多
合
併
協
議
会
の
廃
止
、
長
浜
町
土
地
開
発
公
社
の
解
散
な
ど
の
議

案
六
十
一
件
が
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
@
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
例
月
出
納
検
査
や
寄
付
採
納
報
告
の
議
会
報
告
案
件
四
件
も
す
べ
て
受
理
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
、

林
地
崩
壊
鋼
所
の

復
由
工
事
者
ど

十
六
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
十
六
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
予

算
(
専
決
分
を
含
む
)
に
一
億
四
千
三

百
七
十
五
万
六
千
円
が
補
正
さ
れ
、
予

一
般
質
問
な
ど
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

算
総
額
は
、
五
十
六
億
一
千
四
百
六
十

八
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
補
正
さ
れ
た
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
災
害
復
悶
費
〕
現
年
度
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
費
と
し
て
、
町
道
大
久
保

線
災
害
復
旧
工
事
ほ
か
卜
一
件
の
災
害

復
旧
工
事
に
係
る
工
事
請
負
費
七
千
六

百
五
万
七
千
円
を
補
正
。

〔
農
林
水
産
業
費
〕
治
山
事
業
費
と
し

て
、
台
風
担
号
お
よ
び
お
号
に
よ
り
、

被
災
し
た
林
地
崩
壊
個
所
の
復
旧
に
あ

た
る
工
事
請
負
費
等
一
千
百
一
一
十
七
万

六
千
円
を
補
正
。

長
浜
町
立
保
育
所

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

長
浜
乳
児
保
育
所
は
、
財
団
法
人

「
長
浜
奨
善
会
」
の
経
営
に
よ
り
、
昭

和
四
十
六
年
四
月
に
問
問
し
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
今
の
少
子
化
に

よ
る
児
童
の
減
少
に
よ
る
影
響
等
に
よ

り
大
変
厳
し
い
経
営
状
態
で
、
運
営
が

困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
状
況
か
ら
、

長
浜
町
の
保
育
器
不
務
の
機
能
強
化
お
よ

び
児
童
福
祉
の
観
点
等
か
ら
条
例
の
一

部
を
改
正
し
、
町
立
に
移
管
し
て
運
常

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
十
三
月
今
日
現
在
、
児
童
三

ト
二
人
(
定
員
四
十
五
人
)
が
入
所
し
、

職
員
七
人
で
運
営
し
て
お
り
、
そ
の
ま

ま
町
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。

大
洲
喜
多
合
併
協
議
舎
の

廃
止

平
成
十
四
年
十
二
月
の
定
例
会
に
お

い
て
大
洲
喜
多
合
併
協
議
会
の
設
置
に

つ
い
て
の
議
決
を
し
、
同
十
五
年
一
月

一
日
よ
り
、
大
洲
市
・
長
浜
町
・
肱
川
町
・

河
辺
村
の
合
併
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね

て
き
ま
し
た
が
、
同
十
七
年
一
月
十
一

日
か
ら
当
該
四
市
町
村
を
廃
し
、
そ
の

区
域
を
も
っ
て
新
た
に
「
大
洲
市
」
を
設

置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
同

毘墨霊翠盤盟

町
長
と
し
て
の
こ
期
八
年
の

総
括
と
去
就
に
つ
い
て

合
併
後
は一

帯
畏
と
し
て

質
問
;
町
長
と
し
て
の
八
年
を
振
り

返
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
総
折
を
さ
れ
る

の
か
。
ま
た
今
後
ど
の
よ
う
な
身
の
処

年
一
月
卜
日
で
大
洲
喜
多
合
併
協
議
会

を
廃
止
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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長
浜
開
土
地
開
発
公
社
の

解
散

長
浜
町
土
地
開
発
公
社
の
設
立
団
体

の
長
浜
町
が
、
大
洲
市
・
肱
川
町
・
河

辺
村
と
合
併
す
る
た
め
、
平
成
十
六
年

五
月
三
十
一
日
の
合
併
協
定
書
に
調
印

の
と
お
り
、
長
浜
町
土
地
開
発
公
社
を

合
併
前
日
の
同
十
七
年
一
月
十
日
で
解

散
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

開

富

一
一
一
隅
園
田
円

;享

し
方
を
さ
れ
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
私
は
平
成
卜
年
に

二
期
日
を
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、

ま
さ
に
そ
の
時
期
と
い
う
も
の
は
、
山

鳥
坂
ダ
ム
建
設
分
水
問
題
で
町
民
を
含

め
議
会
に
お
い
て
も
大
き
な
議
論
を
重



ね
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た

J
ま
た
後
半

で
は
、
市
町
村
合
併
と
い
う
問
題
を
抱

え
て
、
こ
れ
も
議
会
や
住
民
の
皆
さ
ん

方
と
と
ら
に
考
え
て
き
た
時
期
で
も
あ
っ

た
η振

り
返
っ
て
み
る
と
、
こ
の
一
一
つ
の

案
件
と
い
う
も
の
は
、
本
町
あ
る
い
は

長
浜
町
の
町
北
に
お
い
て
も
、
将
米
に

大
き
な
山
影
響
を
及
ぼ
す
案
件
だ
と
い
、
っ

一
)
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
長
剣
に
取
り
和

ん
で
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。

私
は
、
斗
初
、
平
成
十
午
に
就
任
を

さ
せ
て
い
と
だ
い
た
時
に
、
ダ
ム
制
題

も
含
め
て
、
こ
の
間
巴
は
、
在
民
と
議

会
と
一
げ
政
が
二
一
位
一
件
と
な
っ
て
真
剣

に
取
り
組
み
、
長
浜
町
に
と
っ
て
間
違

い
の
な
い
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
を
市

L
上
げ
た
。
こ
の

問
題
に
つ
い
て
は
和
余
曲
折
が
あ
っ
た

が
、
今
日
、
河
川
整
備
計
画
が
策
定
さ

れ
、
こ
れ
か
ら
一
十
年
を
か
け
て
と
の

よ
う
に
具
体
的
に
安
全
な
地
域
ミ
つ
く
り

を
し
て
い
く
か
。
ま
た
将
来
、
百
年
に

一
同
の
洪
水
に
耐
え
ら
れ
る
だ
け
の
も

の
を
持
っ
て
い
こ
も
っ
と
い
う
方
向
性
が

で
き
た
こ
と
は
、
本
当
に
議
員
、
ま
た

町
民
の
皆
さ
ん
方
と
と
も
に
桁
ゐ
杯
の

努
力
を
し
た
成
果
だ
と
思
っ
て
い
る
μ

私
は
、
や
は
り
作
討
の
代
表
で
あ
る

議
会
に
お
い
て
、
真
塾
な
議
論
が
な
さ

れ
る
こ
と
、
行
政
は
、
住
民
に
一
比
確
で

し
一
ソ
か
り
と
し
た
説
川
ι

せ
行
い
、
住
民

の
一
一
回
一
見
に
よ
く
耳
を
聞
け
ワ
一
心
こ
と
が
非

常
に
大
事
な
こ
と
で
あ
ろ
う
と
恩
っ
て

い
る
。
ま
だ
ま
だ
不
十
分
な
占
'
が
あ
っ

た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
考
え
ら
れ
る
、

で
き
る
限
り
の
こ
と
は
ノ
打
っ
て
き
た
つ

も
り
で
あ
る
。

後
半
、
市
町
村
合
併
と
い
う
問
題
が

ピ
I
ク
に
な
り
、
約
二
年
間
を
か
け
て

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
こ
れ
も
本

3
に

本
町
に
お
い
て
、
ま
た
住
民
に
お
い
て

も
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。
議
会
、
ま

た
住
民
の
皆
さ
ん
一
の
地
域
懇
談
会
や
ア

ン
ケ
ー
ト
を
も
と
仁
し
な
が
ら
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
ど
う
判
断
を
す
べ
き
か
。

結
果
、
我
々
は
、
大
洲
市
、
肱
川
町
、

河
辺
村
と
の
ん
口
併
を
選
択
し
た
わ
け
で

あ
一
ゐ
。
い
ろ
い
ろ
な
志
見
が
あ
っ
た
か

と
思
わ
れ
る
が
、
二
年
前
と
現
在
の
こ

の
回
、
ま
た
地
域
の
情
勢
を
み
て
い
る

と
、
や
ほ
り
ん
口
併
と
い
う
道
は
避
け
て

通
れ
な
い
選
択
で
あ
っ
た
と
忠
っ
て
い

~ 

合併後の身の処し方について述べる西田町長

そ
の
よ
う
な
巾
で
、
一
月
十
一
日
を

も
っ
て
新
ん
洲
市
と
い
う
誕
生
を
迎
え

る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
、
議
員
、
ま

た
町
民
の
方
々
と
と
も
に
こ
の
こ
と
を

し
っ
か
り
と

J

受
け
止
め
て
、
ム
リ
併
し
て

よ
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
方
向
付
け
を

こ
れ
か
ら
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
忠
世
て
い
る
。

二
期
日
以
降
の
六
年
間
、
長
い
よ
、
つ

で
直
か
っ
た
感
じ
も
す
る
が
、
充
実
し

た
六
半
間
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
に
自

負
し
て
い
る
。

合
併
搾
り
」
と
に
つ
い
て
の
身
の
処

し
万
に
つ
い
て
、
私
は
い
ろ
い
ろ
と
政

治
の
道
と
い
う
も
の
を
選
択
し
な
が
ら

今
U
ま
で
き
た
わ
け
だ
が
、
新
し
い
大

洲
市
を
ス
タ
ー
ト
す
る
う
え
で
、
ど
う

い
う
選
択
を
す
べ
き
か
を
考
え
て
み
た

町
、
一
市
民
と
な
っ
て
今
ま
で
ご
指
導

い
た
だ
い
た
、
ま
た
経
験
を
精
一
ま
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
を
、
国
や
行
政
に
頼

る
と
い
う
身
の
処
し
方
か
ら
、
国
か
ら

あ
る
い
は
地
域
に
対
し
て
、
自
分
が
で

さ
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
か
と
、
こ
れ
か

ら
一
市
民
と
し
て
真
剣
に
考
え
て
い
き

た
い
と

E
7
て
い
る
。
現
有
、
レ
/
て
っ
す

る
の
か
と
い
う
具
体
的
な
考
え
万
を
持
っ

て
い
る
段
階
に
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に

台
風
引
田
守
閣
お
号
に
よ
る

災
害
に
つ
い

肱
川
の

河
川
改
修
に
つ
い
て

田
園
冒
県
の
指
令
に
基
づ
き

順
次
、
復
田
を

質
問

E

E

人
寸
聞
の
台
風
の
災
害
状
況
お

よ
び
被
害
額
、
ま
た
伝
旧
の
凡
通
し
は

ど
の
よ
、
つ
に
な
っ
て
い
る
の
か
仁

答
弁
(
町
長
)
:
今
年
は
、
ム
日
風
お

μ
す
ま
で
で

H
本
上
院
は
十
倒
と
な
り
気

象
台
の
統
計
開
蛤
以
半
、
口
府
多
と
な
っ

た
が
、
ぷ
町
も
そ
の
影
響
を
受
げ
五
個

の
台
風
三
日
風
刊
ハ
マ
・
山
口
寸
凶
号
・

幻
ひ
・
お
白
寸
¥
が
町
内
令
域
に
多
く
の

被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
引
け
ゲ
・
お

口
す
の
怜
害
状
況
等
で
あ
る
が
、
九
月
一

十
九
日
か
ら
三
十
日
に
来
混
じ
た
ム
口
風

し
で
も
、
新
し
い
大
洲
市
が
木
当
に
こ

の
厳
し
い
時
代
の
中
で

F

示
々
と
住
民
の

負
託
に
応
え
前
進
す
フ
ω
よ
う
な
形
に
な

る
よ
う
に
、
今
市
民
と
し
て
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

上

喝議

満

武

議

員

引
門
ケ
で
は
、
一
日
の
最
大
川
量
は
一
一
一
一

六
ミ
リ
で
あ
り
、

A

時
晴
川
の
連
続
雨
量

ほ
一
二
九
ミ
リ
の
供
中
豪
雨
で
あ
っ
た
。

こ
の
台
風
に
お
け
る
被
告
の
う
ち
、
住

家
の
被
害
で
は
背
後
の
山
地
出
摂
に
よ

る
土
砂
流
入
が
二
件
発
汗
し
、
非
住
家

で
も
暴
風
に
よ
り
損
改
を
受
け
て
い
る
っ

そ
の
他
の
被
害
で
は
、
町
道
山
公
共
土

木
施
設
で
し
ハ
件
、
被
害
額
約
-
ム
千
九
白

一
一
-
十
万
円
、
小
規
和
民
主
(
町
単
独
災

害
)
で
は
、
山
十
一
カ
所
・
被
害
積
約

五
百
八
十
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
十
日
月
十
九
け
か
ら
ペ
ト
日
に

じ
陸
し
た
台
風
お
せ
で
は
、
連
続
降
雨

量
は
一
二
一
二
ミ
リ
に
、
一
日
最
大

:3-



雨
量
は
一
八

L

ハ
、
ミ
リ
で
あ
っ
た
。
そ
の

上
、
最
大
瞬
間
風
速
が
二

h
-
四
メ
ー

ト
ル
を
記
録
し
、
ポ
「
均
風
速
も
一
一

0
メ
ー

ト
ル
以
主
が
七
時
間
も
連
続
L
て
吹
き

荒
れ
、
近
年
ま
れ
に
み
る
猛
烈
Jrr
強
風

と
集
中
崇
同
が
重
な
り
、
死
者
が
出
る

な
ど
痛
ま
し
い
人
的
被
害
や
、
住
宅
で

も
全
壊
な
ら
び
に
半
壊
が
各
一
件
発
生

す
る
な
ど
の
甚
大
な
被
害
と
併
せ
て
、

町
内
弁
地
で
問
木
の
被
害
も
多
く
発
生

し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
法
面
崩
壊

や
生
活
道
路
の
損
傷
な
ど
、
そ
の
被
害

額
は
町
道
の
公
共
土
木
施
設
で
八
件
約

四
千
三
百
六
十
万
円
を
は
じ
め
、
小
規

模
災
害
(
町
単
独
交
官
一
一
直
現
時
点
で
、

八
十
六
カ
所
・
被
害
額
約
九
百
一
h
十
万

円
と
な
っ

r¥
い
る

Q

こ
れ
ら
の
災
害
復

旧
に
つ
い
て
は
、
町
単
独
災
害
で
は
日

常
生
活
に
支
障
の
起
き
な
い
よ
う
道
路

の
土
砂
取
り
除
き
ゃ
水
路
間
悲
の
土
砂

取
り
除
き
等
、
長
要
度
の
高
い
佃
所
か

ら
随
時
復
旧
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

赤
道
等
に
つ
い
て
も
、
一
括
一
次
/
ね
っ
て
い

く
写
え
で
あ
る
。

ま
た
、
同
一
川
川
一

F
に
よ
る
公
共
士
木

施
設
沢
市
口
に
お
い
て
は
、
ま
だ
国
の
災

害
責
定
が
終
わ
っ
て
い
な
い
の
で
慢
川

に
は
、
今
し
ば
ら
く
期
間
を
要
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

農
林
水
産
関
係
の
被
害
状
況
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
台
風
幻
号
の
農
業
関
係
災

害
と
し
て
、
施
設
キ
ュ

l
リ
0
・
二
ハ

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対
す
ブ
一
心
怯
害
額
が
四
十

万
円
、
農
業
用
施
設
災
害
と
し
て
、
農

道
の
路
側
崩
壊
等
十
一
件
五
百
七
万
九

千
円
、
農
地
災
害
と
し
て
、
畑
の
崩
壊

一
件
二
十
王
万
円
、
林
道
災
害
と
し
で

路
側
崩
壊
等
一
一
件
二
百
二
十
九
万
川
、

治
山
災
害
と
し
て
山
腹
崩
壊
一
件
八
百

三
十
万
円
、
合
計
一
千
六
百
ミ
ト
ム
万

九
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
台
風
お
号
の
農
業
関
係
災
害

と
し
て
、
渦
室
み
か
ん
ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー

ル
被
害
六
件
百
八
万
五
千
円
、
溢
州
み

か
ん
被
害
一
，
へ
一
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
一
千

三
百
七
十
一
一
万
五
千
円
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
被
害
四
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
二
千
」
ハ

μ
四

十
万
円
、
民
業
用
施
設
災
害
と
し
て
、

民
立
の
山
側
崩
壊
等
四
件
七
十
一
万
四

千
円
、
林
道
災
害
と
し
て
路
側
崩
壊
一

件
一
二
百
五
十
万
円
、
治
山
災
宇
主
と
し
て

山
腹
崩
壊
-
件
ニ
百
五
十
万
円
、
漁
港

施
設
災
害
と

L
て
若
山
破
引
等
卜
二
件

一
白
八
十
九
万
じ
下
円
、
什
計
四
千
九
百

八
十
二
万
一
千
円
と
な
っ
て
い
マ
心
。

こ
れ
ら
災
害
に
対
す
る
復
川
に
つ
い

て
、
民
主
関
係
の
災
害
に
つ
い
て
は
、

県
中
市
け
業
と
し
て
農
作
物
の
樹
勢
回
復
、

書
虫
防
除
等
の
主
援
制
度
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
が
、

J
A
等
関
係
機
関
と

協
議
の
結
果
、
そ
の
採
引
基
準
に
該
当

し
な
い
た
め
自
主
的
な
復
旧
を
お
願
い

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
台
風

自
分
の
小
川
呪
松
山
九
吾
に
つ
い
て
は
す
べ

て
復
旧
を
完

f
L
、
さ
ら
に
国
庫
補
助

の
対
象
と
な
る
災
害
に
つ
い
て
は
、
今

作
中
に
査
定
申
請
等
の
事
傍
手
続
き
を

終
了
し
、
国
・
県
の
指
令
に
払
づ
き
順

次
、
復
旧
工
事
を
進
め
フ
三
)
と
に

L
て

い
る
。
さ
ら
に
台
風
お
口
ヅ
に
つ
い
て
も

農
林
漁
煮
の
生
産
活
動
に
支
嘩
が
な
い

よ
う
、
早
急
に
白
川
山
工
事
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
る

r

な
お
、
大
和
川
沿
い
の
穂
積
・
下
須

戒
地
区
の
山
林
約
四
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

お
い
て
、
倒
木
寺
山
地
崩
壊
が
充
ル

L

今
後
、
二
次
災
害
の
発
件
止
を
目
白
人
心

L
て

大和川沿いの山地で発生した倒木等の山地崩壊
( 10月20日午後 6時20分ごろ)

い
た
が
、
県
林
業
課
の
ご
理
用
ι

乞
い
た

ど
き
、
当
面
災
市
中
口
を
受
け
た
約
四
七
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
う
ち
約
二
ハ
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
つ
い
て
、
平
成
十
六
年
度
復
旧
治
山

)
に
と
め
こ
つ
と
と
め
二
、
つ

事
業
と
し
て
、
谷
止
工
・
上
向
旧
工
・
相

栽
コ
を
施
]
一
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る

ま
た
、
沖
浦
・
白
木
・
下
釦
一
政
の
休
地
崩

壊
し
た
一
二
カ
所
に
つ
い
て
は
、
山
ド
小
の
治

山
事
業
五
カ
年
計
画
の
中
で
、
で
き
る

だ
け
半
期
に
施
工
で
き
る
よ
う
長
請
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

公
共
胞
設
の
台
風
に
よ
る
災
害
に
つ

い
て
は
、
古
川
川
日
山
門
す
か
ら
台
風
お
ロ
ザ
ま

で
川
同
の
台
風
来
襲
に
よ
る
も
の
で
、

そ
の
う
ち
の
大
部
分
は
、
強
風
に
よ
る

庫
川
悦
一
九
の
ズ
レ
や
剥
離
お
上
ぴ
志
ガ
ラ

ス
等
の
破
担
が
主
な
も
の
で
、
白
川
川
日
目

号
が
三
十
件
、
台
風
お
口
す
が
十
六
件
な

ど
、
合
わ
せ
て
一
八
百
二
十
八
万
阿
千
円

の
被
害
総
額
と
な
二
L

お
り
、
補
正
予

箪
や

Jr仙
骨
一
光
国
処
理
に
よ
り
ほ
と
ん

ど
修
繕
は
終
了
し
て
い
る
状
況
で
あ
る

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
町
村
有
建

物
災
害
共
済
制
度
に
加
入
し
て
お
り
、

被
害
相
の
約
半
分
の
二
百
主

l
八
万
六

下
山
を
保
険
令
で
賄
う
よ
う
収
入
を
見

込
ん
で
い
る
状
川
で
あ
る

パ
一
ウ
ン
ス
め
と
れ
た

整
備
を

一-4

賀
間
・
:
肱
川
河
川
改
修
に
つ
い
て
、

花
川
町
内
の
改
修
計
阿
と
見
通
し
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

カ
答
弁
(
町
長
)
:
本
年
五
月
十
三
日

に
安
全
安
心
の
昨
促
?
と
市
川
川
肱
川
の
復

活
を
目
指
し
た
「
肱
川
水
系
河
川
整
備

計
州
」
が
、
同
土
交
直
省
凶
田
地
左
飛

怖
同
お
よ
び
愛
媛
県
に
お
い
て
四
阿
で

最
初
に
策
定
さ
れ
、
今
後
約
三
十
年
を

か
け
本
点
的
に
投
資
を
行
い
、
早
期
整

備
を
凶
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

計
内
で
は
、
下
流
域
に
あ
た
る
長
浜

町
内
の
無
尽
地

K
汁
清
を
優
先
し
、
訂

同
小
則
の
約
十
7
1
作
川
で
治
水
安
全
度

を
約
四
十
年
に
一
回
の
洪
水
に
対
応
し

た
整
備
を
実
施
す
る
内
容
と
な
っ
て
お

り
、
中
ト
一
叫
域
に
あ
た
る
大
洲
市
内
に
つ

い
て
は
、

F
流
域
の
整
備
進
度
を
勘
案

し
つ
つ
、
順
次
、
河
川
整
備
を

χ
施
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

今
年
の
古
川
判
は
り
す
に
よ
る
洪
水
で
は
、

大
洲
第
-
一
地
点
の
ぶ
位
が
一
千
成
七
年
の

洪
水
を
約
一
メ
ー
ト
ル
上
回
る
戦
後
二

番
目
の
大
洪
水
と
な
り
、
肱
川
流
域
に

お
い
て
九
百
六
十
六
棟
の
建
物
が
床
上

床
下
以
ぶ
の
被
吉
を
被
り
、
長
浜
町
内



に
お
い
て
も
四
十
械
の
住
宅
が
床
ヒ
床

下
浸
水
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
で

久
米
川
地
区
に
つ
い
て
は
菅
田
地
区
同

様
甚
大
な
被
害
を
被
り
、
特
に
今
年
は

一
一
一
回
も
浸
水
の
被
計
を
被
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
安
妓
県
で
は
災
辛
口

後
旧
事
業
と
改
良
事
業
を
併
せ
た
災
害

助
成
事
業
に
よ
り
、
本
年
度
か
ら
四
カ

年
を
も
っ
て
久
米
川
の
築
堤
工
事
等
に

治
手
す
る
も
の
{
℃
、
計
由
で
は
下
流
に

彩
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
現
在
の
肱

川
の
河
川
整
備
水
準
で
あ
る
卜
五
分
の

一
規
模
以
下
程
度
の
治
水
安
全
度
と
な

る
よ
う
、
よ
り
低
い
暫
定
堤
防
の
高
さ

で
実
施
す
る
計
州
と
な
っ
て
い
る
。
議

い
は
さ
ん
ご
心
配
の
遊
水
池
と
し
て
の
問

能
を
失
、
つ
の
で
は
な
い
か
と
の
件
に
つ

い
て
は
、
台
風
間
号
で
は
東
大
洲
市
街

は
暫
定
堤
防
お
よ
び
二
組
堤
を
洪
水
が

此
流
し
遊
水
池
と
な
っ
て
お
り
、
久
米

川
に
お
い
て
も
十
五
分
の
一
以
上
の
洪

水
が
党
生
す
れ
ば
、
堤
防
を
洪
水
が
越

流
し
遊
水
池
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す

予
定
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
十
五

分
の
一
以
下
の
洪
本
時
に
は
、
一
時
的

に
水
位
の
上
川
升
は
早
ま
る
が
、
久
米
川

の
整
備
に
伴
う
下
流
域
へ
の
影
響
は
な

い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
長
浜
町
内
の
河
川
改
修
状
況

に
つ
い
て
は
、
継
続
し
て
実
施
中
の
佃

所
と
し
て
、
大
和
(
郷
)
地
区
の
水
防

災
対
策
特
定
河
川
事
業
の
平
成
十
八
年

度
完
成
を
け
指
し
取
り
組
み
を
行
っ
て

お
り
、
長
浜
中
学
校
校
庭
植
に
つ
い
て

も
、
下
流
に
向
け
順
次
夫
施
し
て
い
る

ー
と
こ
ろ
で
あ
る
い
一

ま
た
、
一
耕
規
個
所
と
し
て
、
大
和

(
上
老
松
)
地
区
に
つ
い
て
は
、
河
川

整
備
と
併
せ
た
土
地
区
画
整
理
事
業
の

い
十
崩
実
施
に
向
け
取
り
組
み
を
行
っ
て

お
り
、
肱
川
円
漁
港
か
ら
河
口
お
よ
び

対
岸
の
小
浦
・
沖
浦
地
区
に
つ
い
て
も
、

昨
年
度
に
地
形
測
量
等
を
完
了
し
、
現

在
、
早
期
着
手
を
目
指
し
、
計
画
の
細

部
に
つ
い
て
検
討
を
行
ツ
て
い
る
、
y
三

ろ
で
、
他
の
伺
所
に
つ
い
て
も
順
次
、

計
両
検
討
し
半
期
整
備
を
目
指
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
回
の
台
風
の
影
響
で
、
京
大
洲
に

で
き
た
二
線
理
に
ほ
効
米
が
あ
っ
売
、

グ
ム
は
い
ら
な
い
と
い
う
地
域
住
田
町
の

中
に
は
言
わ
れ
る
方
が
い
る
。
し
か
し

私
は
、
二
線
堤
と
い
う
も
の
は
、
あ
く

ま
で
も
貯
留
施
設
だ
と
思
っ
て
い
る
。

計
画
さ
れ
て
い
る
山
応
坂
ダ
ム
や
既
存

の
ダ
ム
の
治
水
む
量
と
い
う
も
の
は
、

こ
の
貯
留
容
量
よ
り
も
は
る
か
に
洪
水

調
整
能
力
は
あ
る
わ
け
で
あ
る
c

堤
防

と
ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
整
を
河
川
整
備

計
四
で
決
定
L
た
が
、
ょ
の
こ
と
は
問

違
い
の
な
い
判
断
ど
と
思
っ
て
い
る

今
後
、
安
全
で
安
心
な
地
域
づ
く
り
の

た
め
に
、
一
日
も
早
く
、
上
流
か
ら
下

合
併
後
の
一
長
浜
町
の

重
要
施
策
に
つ
い
て

特
別
職
等
報
酬
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

園
道
三
七
八
号
の

補
修
に
つ
い
て

可
能
な
隈
り
新
建
設
計

画
の
中
に
取
り
込
ん
で
い
る

皆
同
問
・
圃
園
長
浜
町
の
重
要
一
施
策
は
新
市

建
設
計
画
に
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と

思
う
が
、
そ
の
中
の
商
工
業
・
民
林
水

岸
来
・
観
光
振
興
お
よ
び
内
港
埋
め
『
げ
-

て
事
業
の
今
体
恨
の
対
応
を
伺
い
た
い
ー

答
升
(
町
長
)
:
・
合
併
協
議
会
に
お

い
て
は
、
合
併
特
例
法
に
基
づ
き
、
合

併
に
際
し
て
、
合
併
関
係
市
町
村
の
住

民
に
対
し
て
新
市
の
将
点
に
関
す
る
ピ

ジ
司
ン
を
示

L
、
一
片
山
の
マ
ス
タ
ー

1

フ

ラ
ン
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
も
の
と

し
て
、
議
員
の
皆
さ
ん
の
ご
塑
解
を
得

て
、
一
新
市
建
設
計
画
を
作
成
し
て
い
る
。

新
市
建
設
計
両
は
、
新
市
の
ソ
フ
ト
、

流
ま
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
整
備
が
で

き
る
よ
う
願
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
ω

日

古
一
回

日富

珪
一
隅
田
園
内

友

ハ
ー
ド
両
市
を
含
め
た
ま
ち
守
つ
く
り
全

般
の
マ
ス
タ
ー
フ
一
ブ
ン
と
な
る
も
の
で

あ
り
、
本
計
画
の
主
現
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、

J

市
二
町
一
村
の
速
や
か
な
一

体
性
の
確
立
を
促
し
、
住
民
洞
祉
の
向

上
と
新
市
全
体
の
均
衡
あ
る
発
展
を
目

指
す
も
の
と
し
て
い
る
、

な
お
、
本
計
一
山
は
、
合
併
後
お
お
む

ね
十
年
間
に
つ
い
て
、
新
市
を
建
設
し

て
い
く
た
め
の
基
本
方
針
を
実
現
す
る

た
め
の
主
要
事
業
、
公
共
的
施
設
の
統

台
羊
備
お
よ
び
町
政
計
一
向
を
中
心
と
し

て
惜
成
し
て
い
る

こ
の
新
市
建
設
計
画
の
中
に
は
、
長

浜
町
の
総
合
計
画
、
第
三
次
開
発
計
岡
、

過
疎
計
同
等
の
各
種
計
一
両
の
中
で
位
置

付
け
て
い
る
重
要
施
策
や
事
業
に
つ
い

て
は
可
能
令
限
り
取
り
込
ん
で
い
る
と

思
つ
一
て
い
る
。

こ
の
建
設
計
両
に
つ
い
て
、
当
町
に

関
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
新

市
建
設
の
基
本
方
針
の
中
の
地
域
別
韮

備
方
針
に
お
い
て
は
、
長
浜
地
域
宮

「
福
の
幸
と
活
力
の
ま
ち
ゾ

1
ン
」
と

佐
世
付
け
、
「
長
浜
地
域
に
お
い
て
は
、

海
の
玄
関
口
と
し
て
、
ま
た
、
主
要
道

路
の
結
節
点
と
な
る
地
域
巾
校
拠
点
と

し
て
、
-
也
市
内
港
部
の
埋
め
烹
て
に
よ

り
新
た
な
土
地
を
創
出
し
て
、
都
市
機

能
を
備
え
た
活
性
化
拠
点
や
観
光
拠
点

の
整
備
、
新
た
な
住
宅
地
ヤ
港
湾
施
設

の
整
備
を
行
い
、
肱
川
あ
ら
し
、
間
同

橋
、
以
木
龍
馬
脱
藩
の
川
の
江
、
い
ら

は
丸
の
母
港
な
ど
創
造
的
な
海
の
観
光

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
水
産
業
や
食

の
魅
力
を
活
か
し
た
観
光
産
業
の
振
興

を
図
り
、
ま
た
、
下
水
道
の
持
備
や
洪

水
、
ト
u

同
湘
防
止
の
取
り
組
み
な
と
い
W
位

環
坑
の
整
備
を
阿
る
。
」
と
し
て
い
る
。

第
一
次
、
第
二
次
、
第
三
次
産
業
の

振
興
に
関
し
て
は
、
新
市
の
施
策
の
中

の
「
川
ル
あ
る
ま
ち
づ
く
わ
」
で
、
新

市
全
体
に
つ
い
て
の
産
業
振
興
施
最
を

記
載
し
て
い
る
c

今
番
目
に
、
信
一
次
・
一
一
次
産
業
の

振
興
と
し
て
、
農
林
水
産
業
の
振
興
、

工
業
の
転
刊
を
取
り
上
げ
で
い
る
が
、
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と
り
わ
け
、
的
業
の
振
興
仁
つ
い
て
状
、

町
全
体
の
施
策
の
具
現
化
に
杷
虚
し
て

お
り
、
一
会
番
目
の
商
業
・
観
允
の
振
興

と
し
て
、
商
業
サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興
と

観
光
振
刊
を
取
り
上
げ
、
三
一
合
目
に
、

一
雇
用
の
砿
保
・
創
造
を
取
り
上
げ
、
そ

れ
÷
れ
の
主
要
施
策
に
つ
い
て
記
載
し

て
い
る
。

主
要
施
策
を
実
現
す
る
た
め
の
、
正
要

事
業
と
し
て
、
長
浜
町
に
係
る
主
要
事

業
と
し
て
は
、
民
梓
近
、
瓶
詰
、
魚
礁

等
、
海
の
駅
(
水
族
館
)
な
ど
の
藍
備

事
業
を
あ
げ
て
い
る
一

ま
た
、
内
港
部
埋
め
立
て
問
一
怖
の
事

業
に
つ
い
て
は
、
祈
市
の
施
策
の
中
の

「
快
適
き
ら
め
く
ま
ち
ゃ
つ
く
り
し
の
主

要
事
業
と
し
て
章
一
二
次
開
発
関
係
の
事

業
を
あ
げ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
新
市
建
設
計
画
の
実
植

に
あ
た
っ
て
は
、
予
算
の
確
定
や
事
業

個
所
の
決
定
お
よ
び
各
事
業
同
の
優
先

度
の
判
断
等
、
不
確
定
な
部
分
も
あ
り
、

最
終
的
に
は
事
業
が
共
体
化
す
る
段
階

で
、
す
な
わ
ち
、
転
山
に
お
い
て
判
断

せ
ざ
る
を
科
な
い
こ
と
か
ら
、
新
市
建

設
計
画
は
、
新
市
で
新
た
に
策
定
さ
れ

る
総
台
社
画
の
「
振
興
計
画
の
基
木
間

恕
的
な
位
置
付
け
」
と
し
て
い
る
こ
と

は
、
ご
理
解
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
っ

て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
断
ま
え
、
新
市
の
総
九
円

計
画
が
、
議
員
各
位
の
ご
努
力
に
よ
り
、

当
町
に
関
す
る
、
七
要
な
産
業
振
興
施
策

や
主
張
事
業
が
、
新
市
で
策
定
さ
れ
る

総
合
計
画
に
充
分
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、

ご
尽
力
を
お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で
る
。

ま
た
、
新
市
に
お
い
て
設
置
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
地
域
者
詰
会
の
任
務

の
一
つ
が
、
新
市
建
設
計
画
の
執
行
状

況
に
関
し
て
審
議
し
、
市
長
に
答
申
す

る
ご
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
長

浜
地
域
審
議
会
の
委
員
の
皆
さ
ん
に
も

当
町
に
関
す
る
重
要
施
策
や
産
業
振
興

施
策
な
ど
の
地
域
振
興
施
策
の
実
現
に

向
け
で
は
、
特
に
ご
尽
力
い
た
、
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
新
市
に
お
い
て
最
初
に
委
嘱

内j巷部埋め立て事業については、
新市の施策の中に盛~)J2，まれている

さ
れ
る
長
民
地
域
者
説
会
の
委
員
に
つ

い
て
は
、
合
併
ま
で
に
、
委
員
慎
相
者

の
選
考
を
行
い
、
折
山
に
引
き
献
ぎ
た

い
と
与
え
て
い
る
c

商
品
券
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
務
事

業
の
調
整
の
中
で
、
新
市
に
お
い
て
廃

止
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
は
し
て

い
な
い
が
見
直
す
こ
と
に
は
な
っ
て
い

る
。
見
直

L
の
時
に
は
、
商
品
券
事
業

の
実
績
と
効
果
が
評
価
さ
れ
る
と
思
う

の
で
、
商
品
券
事
業
の
効
果
を
百
め
、

長
浜
町
一
商
屈
の
活
性
化
に
効
果
的
な
手

段
で
あ
る
こ
と
の
実
績
を
示
し
て
い
く

よ
う
努
力
い
た
だ
さ
た
い
と
考
え
て
い

る。
ま
た
、
現
在
、
当
町
が
補
助
し
て
い

る
農
林
水
必
業
振
興
の
た
め
の
補
助
金
、

商
工
観
光
振
興
の
た
め
の
補
助
金
に
つ

い
て
も
、
一
柿
市
全
体
の
中
で
見
直
し
は

検
討
さ
れ
て
い
く
が
、
当
面
、
ほ
と
ん

ど
の
補
助
金
に
つ
い
て
、
平
成
卜
七
年

度
に
お
い
て
は
、
制
度
が
維
持
さ
れ
る

よ
う
調
整
し
て
い
る

や
酬
に
差
が

島
つ
て
は
な
ら
な
い

費
問
:
ト
八
洲
市
の
一
部
の
方
が
、
議

員
報
酬
に
つ
い
て
、
大
川
市
議
会
議
員

の
報
酬
ま
で
引
き
上
げ
る
の
な
ら
、
仕

民
運
動
を
起
こ
し
議
会
の
解
散
を
ち
ら

っ
か
ぜ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
町
長

の
考
え
ほ
~

答
品
計
(
町
長
)
:
一
部
的
大
洲
市
民

が
誤
解
し
て
い
る
と
い
う
議
員
報
州
に

つ
い
て
は
、
十
月
二
十
八
日
開
催
の
第

十
九
回
合
併
協
議
会
に
お
い
て
議
論
さ

れ
た
が
、
意
見
区
約
が
出
来
な
か
っ
た

た
め
、
去
る
十
一
月
二
十
六
川
に
開
催

さ
れ
た
第
二
十
凶
介
併
協
議
会
に
お
い

て
、
四
市
町
村
長
で
取
り
ま
と
め
た
、

誌
員
報
酬
に
つ
い
て
の
細
部
調
整
方
針

を
報
告
し
て
い
る
。

い
ろ
い
ろ
な
ま
見
、
考
え
が
あ
る
中

で
、
現
時
点
で
は
、
明
時
な
方
針
と
す

る
こ
ど
は
困
動
で
、
新
市
に
お
い
て
、

各
方
面
の
意
見
、
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
の
立
川
、
法
律
的
な
こ
と
な

rを
検

討
い
た
だ
き
、
最
終
的
に
は
新
市
の
読

会
で
決
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ

と
で
、
ま
た
、
条
例
に
報
酬
額
今
一
明
記

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
む
、
調
整
方

針
は
、
暫
定
報
酬
と
い
う
こ
と
で
、
山

山
町
村
の
現
行
報
酬
と
し
て
い
る
。

第
二
十
川
台
併
協
議
会
に
お
い
て
、

同
議
長
が
、
「
議
員
の
報
酬
に
つ
い
て

は
、
第
一
に
、
将
来
の
ま
ち
づ
/
¥
り
を

目
指

L
、
行
政
改
革
の
推
進
を
進
め
る

こ
と
等
の
合
併
の
意
義
。
第
二
ト
ド
、
在

任
特
例
の
意
義
。
第
三
に
、
民
意
の
尊

重
一
、
現
在
の
社
会
情
勢
お
よ
び
新
山
の

川
政
負
担
の
考
恵
一
〉
第
四
に
、

等
の
原
引
を
考
慮
し
て
、
速
や
か
に
統

一
し
た
報
酬
額
が
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
報
酬
に
格
差
を
つ
け
る
と

い
う
こ
と
は
、
ん
円
併
一
川
最
大
条
件
で
あ

る
対
等
合
併
や
平
等
の
原
則
、
一
体
性

の
時
保
、
一
体
性
の
醸
成
な
ど
が
{
一
厄
全

に
無
視
谷
れ
る
こ
と
に
な
り
、
一
つ
の

山
に
な
る
と
い
、
つ
こ
と
が
理
解
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
議
員
と

し
て
の
同
一
職
彩
、
同
一
報
酬
と
い
う

対
号
、
千
等
の
原
則
が
大
き
く
崩
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
一
ま
た
、
最
小
人
格
一
志
は
、

一
・
九
七
倍
あ
り
、
議
員
の
誰
か
が
訴

え
れ
ば
、
一
怯
的
に
川
匂
止
措
置
を
と
ら
れ

る
恐
れ
が
あ
る
。
」
と
の
広
見
を
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
日
出
合
併
特
別
委
員
長
が

「
坑
一
す
る
」
と
い
う
文
言
を
追
加
寸

る
よ
う
修
正
意
見
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

私
も
原
則
と
し
て
、
議
員
の
報
酬
は

当
然
、
同
一
の
報
酬
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
の
考
え
で
調
整
を
進
め
て
き
た
。

一
部
の
市
民
間
作
の
普
ヤ
同
を
取
り
上
げ
、

在
任
特
例
期
間
に
限
つ
て
は
、
現
行
間

酬
で
よ
い
と
す
る
大
洲
市
議
会
の
意
見

も
あ
り
、
ま
た
、
先
送
り
し
た
形
で
、

新
市
に
お
い
て
特
別
職
報
酬
等
審
一
一
議
会

や
、
新
市
の
市
民
の
意
向
与
も
反
映
し

た
中
で
訣
め
ら
れ
る
べ
き
と
の
意
見
も
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あ
り
、
現
時
点
で
は
こ
れ
ら
の
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
を
集
約
す
る
こ
と
は
川
球
で
、

あ
の
よ
う
な
調
整
と
な
っ
て
い
る
こ
と

に
ワ
い
て
は
、
ご
理
解
い
た
だ
け
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

一
議
員
報
酬
は
統
一
さ
れ
る
べ
き
と
い

う
、
長
浜
町
、
肱
川
町
お
よ
び
河
辺
村

の
議
会
側
の
意
見
が
、
大
川
市
の
報
酬

額
に
統
ム
す
べ
き
と
受
け
取
ら
れ
て
い

る
ご
と
、
ま
た
、
統
一
す
る
場
合
に
大

洲
市
の
議
員
報
酬
を
ド
ヴ
て
ま
で
統
一

す
る
必
要
は
な
い
、
出
酬
を
統
一
す
る

こ
と
が
財
政
負
担
仁
つ
な
が
る
と
い
う

発
想
の
も
と
で
、
在
任
特
例
を
と
っ
で

い
る
の
汚
か
り
、
在
任
特
例
期
間
中
は
、

今
ま
で
の
報
酬
で
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
意
見
が
あ
る
。

私
は
、
市
年
特
例
期
間
中
と
い
え
ど

も
、
新
市
の
議
員
で
あ
る
か
ら
に
は
、

身
分
や
報
酬
に
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
の
考
え
で
あ
り
、
ま
た
、
過
大
な

財
政
負
担
を
伴
わ
な
い
一
」
と
も
念
頭
に

置
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
こ
と

ιつ
い
て
は
、
新
市
に
お

い
て
、
民
意
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
議

員
と
し
て
の
身
分
を
ど
う
考
え
る
の
か
、

合
併
協
議
会
で
の
意
見
を
尊
重
亡
つ
ワ
、

出
重
に
協
議
今
一

L
て
い
た
だ
き
、
新
市

民
が
納
得
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
説

明
を
新
市
長
が
行
っ
た
う
え
で
、
議
会

で
の
判
川
を
仰
ぐ
べ
き
も
の
で
あ
う
つ

と
与
え
て
い
る
。

県
当
局
位
置
官
謹
聞
を

質
問
:
・
国
道
三
七
八
号
の
路
面
の
再

山
杭
と
補
修
の
要
望
が
地
域
住
民
か
ら

あ
が
っ
て
い
る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
当
国
道
は
、
最
近

道
路
が
や
備
さ
れ
交
通
量
も
多
く
、
ま

排
水
機
場
建
設
に
つ
い
で

整
繍
計
一
間

盛
り
込
ん

い
る

質
問

E

E

E

先
般
の
新
聞
紙
の
投
柏
に
汁

し
て
、
阿
国
地
方
整
備
局
河
川
計
同
制

長
が
、
「
白
泊
地
医
に
排
水
機
場
の
建

設
な
ど
の
内
ぷ
汁
策
を
行
、
っ
。
」
と
回

答
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
机
模
、
排
水

谷
ヶ
、
工
期
な
ど
を
把
握
さ
れ
て
い
た

ら
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

答
弁
(
町
長
)
:
こ
の
件
に
つ
い
て

た
大
型
車
の
利
用
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

そ
の
こ
を
に
よ
る
出
音
公
害
等
を
、
住

民
の
方
々
は
心
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

忠
わ
れ
る
が
、
県
当
局
に
そ
の
原
因
、

ま
た
現
状
を
調
有
を
し
て
い
た
だ
き
、

改
持
の
要
請
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
の
で
ご
哩
解
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
。

東

敦

ヨム
噌
識
国
間
一

は
、
平
成
十
六
年
十
月
二

U
引
け
、
愛

援
新
聞
の
「
読
者
の
広
場
」
の
投
稿
に

対
し
、
平
成
十
六
年
十
月
二
十
五
日
付

け
の
同
欄
で
、
国
土
交
通
省
四
同
地
方

整
備
局
の
野
中
典
理
河
川
計
画
課
長
が

回
答
さ
れ
た
山
容
と
思
わ
れ
る
じ

こ
の
ご
と
に
つ
い
て
は
、
去
る
五
月

十
二
一
日
に
策
定
さ
れ
た
「
肱
川
水
系
河

川
監
備
計
画
」
で
は
、
一
川
泣
い
恒
備
と
併

せ
て
、
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
と
鹿
野
川
ダ

ム
の
改
造
を
行
い
、
内
水
に
よ
り
大
き

な
一
ぱ
水
被
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
、

東
大
洲
地

R
の
都
谷
川
と
向
滝
地
一
K
の

滝
川
等
に
、
お
い
て
排
水
機
場
の
建
設
等
、

内
水
対
策
を
だ
施
す
る
川
所
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

し
か
し
、
工
苧
の
着
午
時
期
お
よ
び

工
祉
な
ら
ひ
に
規
模
等
に
つ
い
て
は
、

下
流
へ
の
被
辛
口
を
増
大
さ
せ
な
い
よ
う

被
害
実
績
や
浸
水
制
度
、
土
地
利
胤
状

況
な
ど
を
卜
分
勘
案
し
決
定
す
る
三
と

と
な
っ
て
い
る
。

-
一
枇
に
こ
う
い
っ
た
排
水
機
場
の
監

仙
と
い
う
も
の
は
、
提
防
が
整
晴
さ
れ

た
次
の
段
階
で
整
備
き
れ
ソ
ω
ー
と
い
う
形

に
な
っ
て
い
る
c

お
そ
ら
く
白
滝
に
お

い
て
も
、
下
流
地
域
の
整
備
、
治
水
安

全
度
が
確
保
さ
れ
た
う
え
で
、
検
討
さ

台風16母時は¥排水ポンプ軍による排水が行われた
(滝川樋門 8月31日午前 5時40分ごろ)

れ
る
も
の
と
理
解
を
し
て
い
る
。
今
回

河
川
拝
借
計
画
に
、
山
滝
地

R
に
排
水

機
培
在
設
け
る
と
い
う
こ
と
を
い
毘
り
込

ん
だ
の
で
、
三
の
整
備
計
画
と
い
う
も

の
は
、
時
聞
は
か
か
ろ
う
か
と
忠
わ
れ

る
が
、
一
日
J

句
作
く
、
そ
の
判
川
整
備

が
な
さ
れ
、
排
水
機
場
が
設
置
さ
れ
ろ

こ
と
を
判
大
洲
市
に
お
い
て
も
泣

k

附
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
コ
そ
う
い
っ

た
施
設
を
口
這
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
在
民
の
安
心
安
全
と
い
、
つ
も
の
が

同
ら
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

。
五
点
の
木
村
喜
久
男
さ
ん
・

-

E

十
枚
や
一
町
立
凶
書
館
へ
。

。
川
崎
市
の
戎
章
夫
さ
ん
・
-E

座
布
団
他

を
長
浜
町
へ
。

つ
長
一
品
の
末
、
水
咲
子
さ
ん
・
・
・
囚
笠
鉛
有

形
文
化
財
「
末
、
水
家
住
宅
旧
主
屋
」
他

や
一
長
浜
町
へ
。

。
長
浜
の
木
村
喜
久
男
き
ん
・
・
・
写
真
十

枚
を
白
滝
公
民
館
へ
。

C
四
円
屯
力
株
式
会
社
大
洲
官
常
一
叶
・
.. 

街
路
灯
一
ム
灯
を
長
浜
町
へ
。

仁
枚
方
市
の
三
浦
治
三
郎
さ
ん
:
・
商
品

券
一
万
円
分
や
一
長
以
町
ヘ
。
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4
3
曜
日
課
洪
町
合
鉾
五
十
関
周
年
記
念
司

可、

び

接
町
間
町
式
典

i

平
成
十
七
年
一
月
一
日
に
、
合
併
五
十
周
年
を
迎
え
る
記
念
の
式
典
が
、
十
二
月
二

十
六
日
、
長
浜
町
体
育
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
月
十
一
日
に
新

大
洲
市
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た
り
、
長
浜
町
と
し
て
の
幕
を
下
ろ
す
閉
町
式
典

も
併
せ
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。当

日
は
、
関
係
者
ら
二
百
四
人
が
出

席
、
西
田
町
長
が
、
「
五
十
年
と
い
う

節

H
の
年
を
迎
え
る
が
、
こ
の
間
、
国

道
一
二
七
八
号
な
ど
の
道
路
網
の
整
備
や

産
業
経
済
、
生
活
環
境
、
住
民
福
祉
、

教
育
丈
化
の
社
会
資
本
の
整
備
な
ど
が

図
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
幾
多
の
先
人
た

ち
の
町
ぐ
つ
く
り
に
か
け
る
情
熱
と
町
民

の
皆
様
方
の
ご
協
力
の
た
ま
も
の
で
あ

り
、
深
甚
な
る
感
謝
と
敬
意
を
表
す
る

も
の
で
あ
る
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

式
で
は
、
長
浜
町
に
多
大
な
貢
献
の

あ
っ
た
百
十
二
人
に
表
彰
・
感
謝
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
受
賞
さ
れ

た
方
々
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

(
順
不
同
・
敬
称
略
)

町
特
別
表
彰

O
特
別
自
治
功
労
者

丙

田

司

町
感
謝
状

O
合
静
四
十
周
年
以
後
の
理
事
者(

6
人
)

上
田
邦
彦
・
日
田
稲
生

山
下
園
唐
・
高
鍋
典
秋

三

井

前

・

松

本

正

志

O
合
併
四
十
周
年
以
後
の
議
会
議
長

(
4
人
)

菊
地
儀
明
・
田
中
堅
太
郎

東

信

利

・

岡

孝

志

O
合
併
以
後
選
挙
に
よ
り
当
選
の
議
会

議
員
冒
農
業
委
員

E

選
挙
管
理
委
員

で
十
年
以
上
在
職
し
た
者

〔
議
会
議
員
〕

(
7
人
)

渡
遺
久
義
・
問
中
堅
太
郎

同

孝

士

心

園

東

信

利

一
相
見
芳
彦
・
矢
間
一
義

菊

地

儀

明

〔
農
業
委
員
〕

(
9
人
)

笹
本
智
章
・
丘
(
頭
方
平

徳
田
敬
四
郎
・
清
水
武
重

山

本

烹

・

加

納

勝

利

中

田

晋

・

西

山

仙

一

一
七
山
悦
弘

〔
選
挙
管
理
委
員
]
(
2
人
)

石
丸
英
雄
・
山
本
達
利

O
合
併
以
後
、
特
別
職
の
委
員
で
十
年

以
上
在
職
し
た
者

〔
学
校
医
]
(
2
人
)

菊
地
健
夫
・
石
村

一実菜

特別自治功労を受賞された西田司さん

... 向司 ，...司司 p"司司 ... 司司‘

矢 城後坂松山松村増中世新合竹武高川武白山区大畑紙公泉米文浦学
野本藤石田 本田橋田伊ーノ江田内出橋 II元石本長成中岡民田岡化 k 校

典 l、 時 〕 館 財歯
武青保美英数重 一 龍 弘 時 正 隆!責亀久( 和清長 幸保庭科
範松夫明丸 政 高 敬 郎 二 俊 行 憲良IjI制亮普芳 f豆、雄 46i享夫成〕勇市聾ム医

人 ・・(・・重・〕

惣松 久 戒 窪大中菊こ泊目巾矢井美谷武水一高山) 友宮 5 i度 二 愛 二(
存本保田 丙出地地中見野上野 田 n色岡田 淳下人差宮葉宮 2
夫 元 ) イ 子 轟在
二一二正貞敏憲 日雨利道 利藤喜邦石勝 時 壮 イ 申 信 ー 乙 〕

日li雄夫雄一市久呆稔徳雄通敏古 i剖守夫一好ム 敏夫 助進(淳

4 
A一
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林
富
美
雄
・
吉
本
武
夫

小
丙
勝
蔵
・
小
西
長
幸

沼
旧
高
辛
-
坪
内
幹
男

{
民
正
毘
童
委
員
]
(
ロ
人
)

白

形

友

江

・

藤

岡

弘

一
牒
淵
季
志
叔
・
叫
ケ
悦
三
樹
雄

久

保

正

甫

藤

淵

一

典

松
浦
悦
一
五
六
・
安
川
千
曲
目
f

三
科
福
見
・
西
一
円
幸
子

山
中
良
子
・
ギ
刊
を
子

O
勤
続
三
十
年
以
上
で
在
職
し
て
い
る

消
防
団
員
(
ロ
人
)

四
山
和
夫
・
矢
野

山
本
久
雄
・
法

松
浦
正
夫
・
一
日
水

松
岡
間
十
人
・
岡
田

高

岸

宗

一

浪

本

石
井
良
子
・
畑
山

泰忠町二志隼 771?
典則忠良')J人記

一
月
七
日
に
拡
閉
庁
式
を
開
催

八
一
ハ
併
に
作
い
長
浜
町
役
場
を
閉
じ
る

長
浜
町
間
庁
式
が
一
月
七
日
、
町
職
員

約
百
三
ト
人
が
出
席
し
、
開
催
3
れ
ま

し
た
。町

体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
式
で
は
、

閉町式典の締めくくりとして行われた

長浜町旗の降納<西田町長(左〕と岡語長>

合併501司年の記念品として、全世帯に目E布され

た長浜町の記録ビデオ「大河の神秘に出会う町J

西
田
町
長
が
、
「
新
し
い
ス
タ
ー
ト
に

あ
た
り
先
人
た
ち
の
努
力
と
い
う
も
の

を
今
一
度
思
い
起
こ
し
、
大
き
な
目
標

に
向
か
っ
て
今
後
の
活
躍
を
心
か
ら
期

待
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
来
賓
で
出

布
し
た
同
町
議
会
議
長
は
、
「
ム
7

絞、

我
々
議
買
も
新
た
な
気
持
ち
で
白
信
と

誇
り
を
持
っ
て
川
辺
単
一
し
た
い
。
職
口
一
の

比
r

刊
さ
ん
も
長
一
民
地
区
ま
た
住
民
、
一
前
大

洲
市
の
た
め
英
知
を
遺
憾
な
く
発
揮
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
職
員
ら
に
エ
ー

ル
を
…
一
生
り
ま
し
た
σ

長
年
、
町
政
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
川
一
円
一
一
一
同
よ

り
凶
田
町
長
、
丸
山
助
柱
、
叶
一
本
教
育

長
に
感
謝
状
と
花
束
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、

式
は
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

町
畏
の
皆
機
へ

退
昨
日
の
ご
あ
い

つ

私
ど
も
・
在
任
中
は
、
「
豊
か

に
揮
く
海
と
川
と
維
の
活
力

あ
る
町
」
づ
く
り
を
目
標
に

鋭
意
努
力
を
重
ね
て
参
る
と

と
も
に
、
皆
謀
、
万
に
は
混
か

い
ご
支
持
拡
と
ご
協
力
を
賜
り
、

大
迫
な
く
職
務
を
全
う
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
c

こ
う
」

に
謹
ん
で
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

一
月
十
一
日
よ
り
「
大
洲

市
」
と
し
て
新
し
く
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
す
が
、
本
格
的

に
始
動
し
た
台
治
会
制
度
に

お
い
て
、
一
也
成
を
輝
ー
か
せ
る

た
め
に
台
分
た
ち
に
は
付
が

で
き
る
の
か
」
を
考
え
、
各

比
山
叫
が
固
有
の
材
産
や
特
性

を
生
か
し
汚
力
あ
る
地
成
づ

く
り
に
通
進
す
る
こ
と
が
、

誇
れ
る
故
郷
づ
く
り
に
撃
が

る
も
の
と
信
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
。
て
今
ま
で
の
行
政
経

験
を
生
か
し
、
新
市
発
議
た

め
批
力
を
及
、
く
し
て
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
ど
う

か
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
と
厚

誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
口

町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
ご

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
退

任
の
こ
挨
拶
並
び
に
お
礼
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町

長

洋

一

助

役

生

寄

一

教

育

長

正

職員の代表から感謝状を受ける西田町長

寸九西
本山田

平成16年慶愛媛県台愚被災者義携金の理分足ついで
'fJ点16年中に予言止Lた台風え害の被災者を故捜するため、愛媛県、円本赤十字社愛媛県

支部、愛媛県共同募金会、 NHK松山方3lJEJ:;j、N日K厚生文化守i業 IJIが共同で募集してき

た義援金を、被災市

催され空した。

iぶ: ごのにことにより M 町においても義援金を受領 L、汗伎臥災者へ「円耐1
iIi 皆削肝{主;五のご、|協窃力志あJlり〕がとうごさいました O

惨ニエ台骨毛見ヨト 与岳吾毛『吾話完担雪組号主見f 話ず寸吾毛馬担幸子J 号守雪唱ラ号毛宵#う日干民会母苦壱ヂ手
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長浜町50年のあゆみ(主なもの)

昭和30年 1月

昭和33年 6月

昭和34年 4月

昭和35年 4月

昭和36年 3月

昭和37年 6月

9月

昭和39年 2月

1 1月

1 2月

昭和40年 2月

3月

1 2月

昭和41年 2月
3月

6月

昭和42年 2月

昭和43年 4月

昭和45年 9月
昭和46年 8月
昭和47年 5月

昭和48年 3月

昭和49年 10月

1 1月
昭和50年 10月

1 2月

昭和52年 12月
昭和53年

3月
昭和55年 8月
昭和56年 3月
昭和57年 10月
昭和58年 2月
昭和59年 2月
昭和60年 2月

4月
4月
6月

昭和62年 5月
昭和63年 3月
平 成 元 年11月
平成 2年 1月
平成 4年 11月
平成 6年 10月
平成 7年 10月
平成 9年 11月
平成 10年 3月
平成 11年 4月
平成 12年 1月
平成13年 10月
平成 14年 1月
平成 15年 1月
平成 16年 2月

5月
5月

1 0月
1 2月

長浜町、喜多灘村、櫛生村、出海村、大和村、白滝村の6力町村合併によ

り新長浜町発足

県道長浜保内線開通

養老院(老人ホーム白山園)完成

有線放送電話スター卜

長浜保育所、長浜港J~\頭完成

長浜町ゴミ焼却場完成

喜多灘、豊茂保育所完成

今坊隣保館完成

町体育館完成

シンボルマーク「町章」できる

出海保育所新築

肱川から取水する新上水道完成
企統合長浜中学校完成 (昭和43年4月)

白滝診療所、櫛生隣保館完成

大和保育所新築

豊茂診療所完成

出海公民館完成

白滝公民館完成

出海中を除く中学校が統合 〈写真〉

長浜臨海工業開発事業 (第一期工事)着工

青島に一般電気導入 -終日電灯がつく

長浜臨海工業開発事業 (第一期工事)竣工

大和公民館完成

松山~大分瀬戸内線 (伊予市~保内町閏)が

378号として一般国道に昇格 〈写真〉

小浦に町宮住宅完成

常備消防署完成

長浜町誌完成

新長浜大橋完成

国土調査事業スター ト

長浜音頭完成

長浜小学校改築

町営住宅大和団地完成

青島に一般電話開通

豊茂小学校改築

出海小学校改築

柴小学校改築

長浜水族館閉鎖

長浜町合併30周年記念式典

V 長浜中学校敷地造成前の姿

長浜町臨海土地造成事業 (今坊地区埋立工事)着工

町立図書館司ーブン

櫛生福祉センタニ完成/

長浜町臨海土地造成事業(今坊地区埋立工事)竣工

青島コミュ二ティーセンター完成

第 1回青年海外派遣(フランス)

ふれあい会館完成 企国道への昇格が決まったころの

長浜町合併40周年記念式典 378号 (櫛生~出海聞の大里子鼻付近)

長浜町保健センター完成

沖浦公民館改築

ごみの有料収集 (7種分別)スター卜

白滝小学校改築

白滝大橋完成

長浜町スポーツセンター、 養護老人ホーム「さくら苑j完成

大洲喜多合併協議会設立

長浜中学校給食施設完成

「肱)11水系河川|整備計画」策定

大洲市-長浜町 -肱川町 -河辺村の合併協定調印式が行われる

長浜町誌続編完成

長浜町合併50周年記念式典並びに長浜町閉町式典
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